
 

 

 

 

 

                                                                               2021 年 10 月 20 日発行 

 

 

 

 

 

 

第１２１３回 ２０２１年１０月１７日(日) 例会記録 

国際ロータリー第 2710 地区大会(広島国際会議場より Web 配信) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガバナー挨拶 

2020 年 1 月に横浜の豪華クルーズ船で最初の感染者が発見されて以降、社会の流れが

大きく変化しました。ロータリー活動にもコロナ禍は大きな影響を及ぼし、その結果、

前年度に引き続いて、本年度のＲＩ第 2710地区の地区大会もバーチャルでの開催とさせ

て頂く事となりました。大変な厳しいコロナ禍の時期でございますが、広島県知事湯崎

英彦様、広島市長松井一實様、広島商工会議所池田晃治様、RＩ会長代理菅原裕典様をお

迎えしてバーチャルではございますが、地区大会本会議を開会できます事を大変有難く

思い、心より御礼を申し上げます。 

今大会のテーマは、「みんなのためになるかどうか。未来のためになるかどうか。」～多様性を受け入れ、相互理

解を深めよう！！～ とさせて頂きました。コロナ禍の中で、世界中で人種差別など残念な事件の報告が多くなさ

れています。このような時こそ、倫理的な職業人の団体であるロータリーは、コロナ何かには負けないで、多様性

も受け入れ、前だけを向いて、未来のためを意識した奉仕活動を積極的に展開して参りましょう。 

また、本日はコロナ禍の中でございますが、東京から教育評論家 尾木直樹様に広島にお越し頂き、「尾木ママの

7 つの人生力～コロナ時代を生き抜くチカラ～」と題して記念講演をして頂きます。講演を通じて、皆様に「生き

抜くチカラ」が伝わって行く事を期待しているところでございます。 

さて、コロナ禍の影響で、ZOOM 等を使用した例会を開催されるクラブが増えて参りました。コロナが DX（デジタ

ルトランスフォーメーション）の背中を押してくれたのかも知れません。何事も気の持ちようです。コロナピンチ

をチャンスに変えて活動をして参りましょう。来春には、「コロナ禍だったが、結構色々な活動が出来たよなぁ」と

言えるように頑張って参りましょう。コロナ禍が収束し、皆様とリアルに集まり、親睦を深めさせて頂ける時が一

日でも早くやってくることを強く願いまして、ガバナーとしての挨拶とさせて頂きます。本日は宜しくお願い致し

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


